
ロジックモデルシート（平成29年度実績評価）

ごみ排出量の削減や
リサイクル率の向上
等が促進され，資源
の循環的利用が推
進される

【進捗状況】 基本構想に基づき，広域化の実施主体となる
一部事務組合設立の準備を進めるため，一部
事務組合設立準備室を設置して作業を進める
とともに，新ごみ処理施設の整備予定地を選定
するため，４か所の整備候補地周辺自治会・町
内会を対象とした住民説明会を開催した。

【実施内容】 ・一般廃棄物処理基本計画に掲げる目標を達成す
るため，各年度の実施計画（一般廃棄物処理実施
計画）を策定する。
・盛岡市廃棄物対策審議会を開催する。

442千円

【事業担当課】 廃棄物対策課

【事業費】 盛岡市負担金17,459円(全体事業費47,567千
円)【事業担当課】 ごみ処理広域化推進室

事業所用啓発冊子を作成する。

次期一般廃棄物処
理基本計画が策定さ
れ，決定された今後
10年間の廃棄物行
政の方針について市
民や事業者に周知さ
れる

【事業費】

【事業概要】 「県央ブロックごみ・し尿処理広域化基本構想」
に基づき，盛岡広域振興局管内の県央ブロック
内における循環型社会形成の推進を目指すた
め，ブロック内の自治体が共同でごみやし尿の
処理を行う。

【進捗状況】 各種懇談会，啓発教室等を開催し，適正排出
に向けたごみの分け方，出し方の周知啓発を
行った。

【対象】
廃棄物
市民・事業者

【意図】

②　一般廃棄物処理広域化推進事業

広域化基本構想に
基づく県央ブロック
のごみ・し尿処理の
広域化が推進され
る

広域化による効率
的なごみ・し尿処理
が実現される

審議会委員から市
の取組について意
見が出される

【実施内容】 ・県央ブロックのごみ・し尿処理の広域化推進
に向けた関係会議の実施
・県央ブロックごみ・し尿処理広域化推進協議
会への負担金支出

現一般廃棄物処理
基本計画の成果を
検証する

現一般廃棄物処理
基本計画における
課題が抽出される

市民や事業者の排
出する一般廃棄物の
減量と資源化に対す
る意識が向上する

廃棄物対策課
小施策コード 20-3 小施策名 資源循環型社会の形成

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】 施策コード 20 施策名 地球環境の保全と自然との共生 小施策
主管課名

①　廃棄物処理計画策定事務事業

【事業概要】 資源を大切にし，地球環境の保全に貢献するた
め，ごみを減量し，資源再利用に取組むため，市
の廃棄物処理の基本となる方針・目標を定める。

【事業費】

一般廃棄物処理実
施計画を定める

当該年度で達成す
べき目標が定まる【進捗状況】 ・平成30年度盛岡市一般廃棄物処理実施計画

を策定した。
・盛岡市廃棄物対策審議会を３回開催した。

県央ブロックごみ・
し尿処理広域化推
進協議会へ負担金
を支出する

ごみ処理施設整備
候補地選定事業や
新組織設立に向け
た準備が整う

廃棄物対策審議会
を開催する

県央ブロックのごみ・
し尿処理の広域化推
進に向けて関係会議
を実施する

環境にやさしく，効
率的な廃棄物処理
を行うための課題，
検討が整理される

【事業担当課】

【進捗状況】 ごみ減量・資源再利用市民の集い(9/27)の実
行委員会及び環境啓発イベント(11/11・12)及
び実行委員会へ負担金を支出し各事業が実施
された。

「盛岡市廃棄物の減量及び適正処理等に関す
る条例」の趣旨にのっとり，平成38年度を目標
年度とした「盛岡市一般廃棄物処理基本計画」
に基づいて定めた「盛岡市ごみ減量化行動計
画」により家庭ごみの減量及びリサイクルに係る
各種啓発事業を行う。

きれいなまち推進員を通じてごみの適正排出を
指導する。

【実施内容】 ・ごみ減量・資源再利用市民のつどいを主催す
る実行委員会に対する負担金の支出
・環境啓発イベントを主催する実行委員会に対
する負担金の支出

きれいなまち推進員を通じてごみの適正排出
の指導を行った。

A

③　家庭系一般廃棄物減量等推進事業

【事業概要】

【事業費】

事業系一般廃棄物の
年間排出量

来場した市民の環
境保護への意識が
高まる

各地域の町内会等
から推薦を受け，き
れいなまち推進員
を委嘱する

きれいなまち推進
員が，ごみの分け
方・出し方が守られ
ていない市民に対
し，適正排出を指
導する

家庭ごみ（資源を除く）
の１人１日あたりの排
出量

環境に配慮した生
活に取組む市民が
増加する

違反ごみの自主撤
去件数が増加する

H31
42,340 36,754

（単位　ｇ）

ごみ減量・資源再
利用市民のつどい
を主催する実行委
員会に対し，負担
金を支出する

廃棄物の発生が抑制
される。
資源の再使用，再生
利用に取組む。

⑤　事業系一般廃棄物減量等推進事業

各地域に町内会等から推薦を受け委嘱してい
るきれいなまち推進員を設置し，当該推進員を
通じた集積場所の整備，維持管理及びごみの
適正排出の周知を市内全域に拡大していく。

【実施内容】

4,264千円

【成果指標・実績値・目標値】

資源循環推進課

【事業費】 22,875千円
【事業担当課】 資源循環推進課

④　きれいなまち推進事業

【事業概要】

28.9 32.6

H36
30,359

C

資源率

【進捗状況】

盛岡市他4団体で
「盛岡市ごみ減量
資源再利用市民の
つどい実行委員
会」を組織し「市民
のつどい」が開催さ
れる

参加した市民のご
み減量・資源再利
用への意識が高ま
る

環境啓発イベントを
主催する実行委員
会に対し，負担金
を支出する

盛岡市他7団体で
組織した「もりおか
エコライフ2017実行
委員会」が開催す
る環境啓発イベント
「もりおかエコライフ
2017」に市民が参
加する

事業所用啓発冊子を作成し，事業所へ配布し
た。

事業系一般廃棄物の排出抑制のための事業
所への啓発及び指導を行う。

【実施内容】

【事業担当課】 資源循環推進課

【事業費】 208千円

【事業概要】

資源循環推進課
【実施内容】 各種懇談会，啓発教室等を開催し，適正排出

に向けたごみの分け方，出し方の周知啓発を
行う。

6,211千円

【事業担当課】

⑥　きれいなまち推進計画事業

【事業概要】 町内会・自治会，きれいなまち推進協議会と協
働で「盛岡市ごみ減量化行動計画」に基づき，
ごみ問題解決のため一体となって各種取組を
行う。

H29 H31 H36
479 459 417

（単位　％）

H29 H31 H36
23.6

（単位　ｔ）

H29

B

ごみ減量・資源再
利用に取り組む市
民が増加する

事業所用の啓発冊
子を作成し，事業
所へ配布する

事業所の従業員が
啓発冊子を読む

事業系一般廃棄物
の削減に取組む事
業者が増加する

各種懇談会や啓発
教室等を開催する

市民が，各種懇談
会や啓発教室等に
参加する

市民がごみを適正
排出することで，ご
み処理に関する苦
情件数が減少する

【進捗状況】

事業系一般廃棄物
の排出量が減少す
る

ごみの分別が徹底
される

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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事業名
小施策

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

環境負荷の軽減が
図られる

【事業概要】 集積された廃乾電池に含まれる亜鉛・マンガン
等と鉄くずの再利用を目的として委託で実施し
ている。

【事業費】 7,477千円

【事業担当課】 リサイクルセンター

【事業費】 43,989千円

【事業費】 3,561千円

生ごみ処理機の利用状況を各施設に掲示し
た。

【進捗状況】

【実施内容】 中野，仙北西，北厨川の3つのモデル地区にお
いて，生ごみ処理機の利用状況をフィードバッ
クする。新たに西青山地区に設置し取組を推
進する。

⑦　地域循環型生ごみ処理推進事業

地域で持ち寄った家庭の生ごみを，市が設置
した大型生ごみ処理機で堆肥化し，地域の菜
園や花壇などで活用することにより，現在可燃
ごみで処理されている生ごみを地域で消費・循
環してもらい，地域内完結型の資源再利用の
取組を推進する。

資源循環推進課【事業担当課】

【事業費】 921千円

【事業費】 830千円

市町内会連合会及び玉山地域自治会連絡協
議会に対する補助金の支出

【事業概要】 盛岡市きれいなまち推進協議会が行うごみ減
量資源再利用の啓発事業に対し補助金を交付
する。

【事業担当課】 資源循環推進課
【実施内容】

【事業担当課】 リサイクルセンター

【実施内容】 ・資源ごみ（ペットボトル・びん・缶）の分別処理

【進捗状況】 ・資源ごみ（ペットボトル・びん・缶）の分別処理
を行った。

廃乾電池の処理委
託を実施する

受託者が，廃乾電
池の処理を行う

適正処理により再
資源化が推進され
る

資源ごみの分別処
理を実施する

分別された資源ご
みが，再商品化基
準適合物として契
約業者へ出荷され
る

分別された資源ご
みの再資源化が推
進される

【実施内容】 廃乾電池の処理委託の実施

【進捗状況】 廃乾電池の処理委託を実施した。

⑬　資源ごみ分別作業所管理運営事業

【事業概要】 分別収集された資源ごみ（ペットボトル・びん・
缶）を分別し，再商品化基準適合物として契約
業者へ出荷する。

⑫　廃乾電池処理事業

【事業概要】

盛岡市きれいなまち推進協議会に対する補助
金の支出

【進捗状況】

【事業費】

【進捗状況】 町内会，自治会等に対して補助金を支出した。

⑪　ごみ集積場所等整備事業補助金

【事業概要】 町内会，自治会等の地域的自治組織がごみ集
積場所等を整備する場合，その経費の一部を
補助する。

【事業費】 5,538千円
【事業担当課】 資源循環推進課
【実施内容】 町内会，自治会等に対する補助金の支出

⑨　資源集団回収推進事業補助金

【事業概要】 資源価格の低迷による資源集団回収活動が停
滞することを回避するため，資源回収業者に対
し補助金を交付する。

【実施内容】 資源回収業者に対する補助金の支出

⑧　ごみ減量資源再利用市民運動促進事業補
助金

市町内会連合会・玉山区自治会連絡協議会が
行うごみ減量・資源再利用の促進に係る事業に
対し補助金を交付した。

H31 H36
42,340

【事業概要】 市町内会連合会・玉山地域自治会連絡協議会
が行うごみ減量・資源再利用の促進に係る事業
に対し補助金を交付する。

【事業担当課】 資源循環推進課
【実施内容】

盛岡市きれいなまち推進協議会が行うごみ減
量資源再利用の啓発事業に対し補助金を交付
した。

32.6

（単位　％）

H29 H31

C

資源率

H36

4,700千円
資源循環推進課

23.6 28.9

30,359

（単位　ｇ）

H29 H31

【成果指標・実績値・目標値】

A

家庭ごみ（資源を除く）
の１人１日あたりの排
出量

廃棄物
市民・事業者

【対象】

【意図】
廃棄物の発生が抑制
される。
資源の再使用，再生
利用に取組む。

町内会，自治会等
に対し補助金を交
付する

町内会，自治会等
がごみ集積場所等
の整備を実施する

ごみ集積場所が適
正に管理される

４箇所のモデル地
区で利用状況等に
ついて懇談会を開
催する

市民が，４箇所の
モデル地区で開催
される利用状況等
に関する懇談会に
参加する

市民による生ごみ
の資源再利用が推
進され，生ごみの
処理量が増加する

可燃ごみに排出さ
れる生ごみが減少
する

協同組合盛岡リサ
イクルセンターに対
し補助金を交付す
る

協同組合盛岡リサ
イクルセンターが，
資源回収業者に回
収経費の一部を助
成する

市町内会連合会・
玉山地域自治会連
絡協議会に補助金
を交付する

市町内会連合会・
玉山地域自治会連
絡協議会がごみ減
量・資源再利用の
促進に係る事業を
実施する

市町内会連合会等
が実施するごみ減
量資源再利用に係
る事業に，市民が
参加する

H36

盛岡市きれいなま
ち推進協議会に対
し補助金を交付す
る

盛岡市きれいなま
ち推進協議会がご
み減量・資源再利
用に係る事業を実
施する

市民が協議会が実
施するごみ減量資
源再利用の事業に
参加し，啓発稼動
が推進される

資源集団回収実施
団体による資源集
団回収が推進され
る

事業系一般廃棄物の
年間排出量

（単位　ｔ）

H29

479 459 417

B

36,754
【進捗状況】 資源価格の低迷による資源集団回収活動が停

滞することを回避するため，資源回収業者に対
し補助金を交付した。

⑩　盛岡市きれいなまち推進協議会運営費補
助金

【事業担当課】

【進捗状況】
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